
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

新たな遺品発見 

深澤家から寄贈 

 

深
澤
晟
雄
の
会
の
「
被
災
地

に
こ
た
つ
を
」
と
の
呼
び
か
け

に
、
北
上
市
を
含
む
町
内
外
か

ら
27
台
の
こ
た
つ
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
た
つ
の
要
請
が
あ
っ
た 

 

深澤晟雄の会事務局／〒029-5505 西和賀町湯本 30-86-10   
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深澤晟雄の会ニュース 
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金
一
封 

に
感
謝 

湯
本
温
泉 

 
 
 
  

対  
 

滝 
 
 

閣  

様 

 

沢
内
字
太
田 

 
  

 
 

深 

澤 

武 

志 

様 

北
海
道
札
幌
市 

 
 

大 

澤 

正 

三 

様 

の
第
二
高
校
、
東
北
帝
国
大
学

の
証
書
が
丸
筒
か
ら
出
て
き

ま
し
た
。
大
学
の
卒
業
証
書
に

は
「
東
北
帝
国
大
學
法
文
學
部

ニ
於
テ
成
規
ノ
試
驗
ヲ
經
テ

法
學
士
資
格
ヲ
得
タ
リ
仍
テ

之
ヲ
證
ス 

昭
和
六
年
三
月

二
十
六
日
」
と
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
先
妻
の
キ
エ
夫
人

の
医
師
免
許
証
、
父
母
の
賞
状

な
ど
も
丸
筒
に
入
っ
て
い
ま

し
た
。
自
宅
は
昭
和
12
年
に

火
災
に
逢
っ
て
お
り
、
こ
の
丸

筒
は
ど
の
よ
う
に
し
て
難
を

逃
れ
た
の
か
、
半
世
紀
を
経
て

奇
跡
的
な
発
見
と
い
え
ま
す
。 

奇
し
く
も
今
年
は
、
昭
和

37
年
に
全
国
初
の
乳
児
死
亡

率
ゼ
ロ
達
成
か
ら
50
年
と
い

う
節
目
の
年
。
そ
の
新
年
に
新

た
な
遺
品
の
発
見
は
、
計
画
中

の
50
周
年
記
念
事
業
に
は
ず

み
を
つ
け
、
資
料
館
も
新
た
な

資
料
の
公
開
で
、
よ
り
格
調
高

い
展
示
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
を
知
っ
た
１
月
19
日

付
岩
手
日
日
が
、
紙
面
の
４
分

の
１
を
使
っ
て
大
々
的
に
報

じ
て
く
れ
ま
し
た
。 

年 町 内 県 内 県 外 合 計 

20 431 1,110 314 1,855 

21 318 2,368 1,196 3,882 

22 173 2,414 2,121 4,708 

23 103 1,583 972 2,658 

計 1,025 7,475 4,603 13,103 

（注）20年は10月19日～12月末まで 

資料館入館者の推移 （暦年：人） 

 

故
深
澤
晟
雄
氏
の
自
宅
か

ら
本
人
の
大
学
卒
業
証
書
な

ど
新
た
な
遺
品
が
み
つ
か
り
、

新
年
早
々
の
１
月
２
日
、
資
料

館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

正
月
で
帰
省
し
て
い
た
氏

の
孫
・
佳
道
さ
ん
が
ミ
キ
夫
人

の
タ
ン
ス
を
整
理
し
て
い
て

見
つ
け
た
も
の
で
す
。
着
物
と

一
緒
に
丸
筒
に
入
っ
た
本
人

の
卒
業
証
書
や
家
族
の
賞
状

な
ど
計
８
点
で
す
。 

本
人
の
卒
業
証
書
で
は
旧

制
の
一
関
中
学
校
、
仙
台
市 

 

大
船
渡
市
と
陸
前
高
田
市
の

う
ち
、
大
船
渡
市
で
は
他
所
か

ら
の
支
援
で
必
要
数
を
確
保
。

新
た
に
宮
城
県
亘
理
町
で
こ

た
つ
を
求
め
て
い
る
の
を
知

り
、
陸
前
高
田
市
と
亘
理
町
に

届
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

 
 
 

１
月
27
日
、
本

会
の
佐
々
木
副
理

事
長
と
２
人
の
会

員
代
表
が
陸
前
高

田
市
経
由
で
亘
理

町
を
直
接
訪
問
し

て
届
け
ま
し
た
。
例

年
に
な
く
厳
寒
続

き
の
日
々
だ
け
に
、

こ
た
つ
の
贈
り
物

は
文
字
通
り
温
か

い
ご
支
援
と
深
く

感
謝
さ
れ
ま
し
た
。 

遺
品
発
見
を
伝
え
る
１
月

19
日
付
岩
手
日
日
の
紙
面 

厳
寒
の
被
災
地
に
27
台 

陸
前
高
田
市
と
亘
理
町
（宮
城

）へ 

こたつ 

亘理町のＮＰＯ法人「亘理いちごっこ」の事務所で
手伝うボランティアの女性（右から 2 人目）に 14 台
のこたつを引き取ってもらい、その場で待っていた
被災者の皆さんに手渡されました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

    

 

 
 

能
力
的
に
劣
る
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
優
秀 

な
素
質
の
所
有
者
で
あ
る
。
意
志
教
育
の

徹
底
と
沢
内
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
つ

こ
と
が
生
活
格
差
是
正
唯
一
の
途
で
あ

る
」
と
常
に
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
の

生
ま
れ
故
郷
と
は
い
え
多
年
都
市
生
活

を
さ
れ
た
氏
と
し
て
当
然
考
え
る
べ
き

こ
と
で
し
た
。 

 
 
 
 

沢
内
生
活
二
年
。
丈
余
の
豪
雪
と
言
う

冷
厳
な
事
実
の
前
に
立
た
さ
れ
た
氏
は
、

沢
内
村
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
根

源
が
雪
に
あ
り
、
雪
を
征
服
す
る
こ
と
な

く
、
沢
内
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。 

 
 

昭
和
三
十
二
年
村
長
と
な
る
や
、
沢
内

村
冬
期
交
通
確
保
の
課
題
を
掲
げ
て
、
丈

余
の
雪
と
の
対
決
を
始
め
た
の
で
す
。 

 
 

不
退
転
の
決
意
と 

六
千
村
民
の
団
結 

半
年
間
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
沢
内
、

一
夜
に
し
て
一
メ
ー
ト
ル
余
り
に
及
ぶ

降
雪
を
稀
れ
と
し
な
い
沢
内
に
永
年
住

み
な
れ
た
私
た
ち
六
千
村
民
は
、
そ
の
理

想
着
眼
に
敬
意
を
表
し
な
が
ら
、
そ
の
実

現
に
期
待
を
寄
せ
た
者
が
果
た
し
て
幾

人
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。 

氏
の
不
退
転
の
決
意
は
、
逼
迫
す
る
財

政
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
村

長
、
陳
情
村
長
の
異
名
に
も
屈
す
る
こ
と 
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格
差
社
会
の
根
源 

 
  

雪
の
征
服
に
挑
む 

大
正
初
期
石
油
灯
の
下
で
勉
学
し
、

雪
の
平
和
街
道
を
往
復
し
た
氏
は
、
生

活
格
差
の
大
き
い
原
因
が
最
近
の
教
育

に
お
け
る
意
志
教
育
の
欠
陥
と
村
民
性

と
も
い
う
べ
き
劣
等
感
に
あ
り
と
し

て
、
教
育
長
に
就
任
す
る
や
「
沢
内
村

の
人
間
は
決
し
て
他
地
域
に
比
較
し
て 

 

な
く
、
あ
る
時
に
は
県
に
、
あ
る
時
に
は

国
へ
と
安
ら
か
な
る
日
の
な
き
苦
闘
を

続
け
て
六
ヵ
年
、
昭
和
三
十
八
年
一
月
二

十
七
日
盛
岡
へ
の
突
破
に
成
功
さ
れ
た

の
で
す
。
氏
が
も
ら
し
た
「
吹
雪
の
夜
は

朝
の
こ
と
が
気
が
か
り
で
眠
ら
れ
ぬ
夜

が
続
く
」
と
い
う
言
葉
は
、
氏
の
極
端
な

苦
衷
の
表
現
だ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
ま
す
。 

 

も
ち
ろ
ん
自
然
の
暴
威
と
対
決
、
冬
期 

交
通
を
確
保
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
人 

氏
の
偉
業
の
み
に
期
す
べ
き
で
な
く
、
深 

澤
村
長
を
温
か
く
激
励
し
支
援
し
た
六 

千
村
民
の
団
結
の
賜
物
で
す
が
、
沢
内
村 

に
新
し
い
歴
史
を
開
く
一
大
転
機
と
し 

て
将
来
の
村
民
に
も
銘
記
し
て
い
た
だ 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。   

（
つ
づ
く
） 

 

胸像に誓う 

深澤晟雄資料館／〒029-5614 西和賀町沢内字太田 2-68   

  

か
ら
こ
そ
書
け
る
文
面
も
あ
っ
て
、
深

澤
村
長
の
人
間
性
を
紹
介
す
る
貴
重

な
資
料
と
し
て
、
趣
意
書
の
全
文
を
前

号
よ
り
５
回
に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。 

（
中
見
出
し
と
原
文
の
難
解
な
漢
字
・

表
現
は
編
集
者
で
加
筆
し
ま
し
た
。
） 

TEL&FAX 0197-85-3838 
E ﾒｰﾙ    masao@nisiwaga.net 

 

② 

こ
の
胸
像
建
立
趣
意
書
は
、
深
澤
晟

雄
氏
業
績
顕
彰
会
の
会
長
・
小
田
島
常

定
氏
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
同

氏
は
小
学
校
長
を
最
後
に
生
涯
を
教

職
に
捧
げ
ま
し
た
。
深
澤
村
長
と
同
級

生
で
あ
り
、
家
も
近
く
幼
友
達
だ
っ
た 

村民悲願の豪雪突破・盛岡へ定期バス開通式 

ブルトーザー村長の異名に負けない雪との戦い 


